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　上平公園で、浦和レッズの元選手などによるサッカー教室が

開催されました。低学年と高学年に分かれて、寒空の下、子ど

もたちはいきいきとボールを追いかけていました。スポーツを

通じ、多くのコミュニケーションが生まれていました。

（感染予防に配慮しながら、実施しています。）

将来の夢はサッカー選手！
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各委員会　委員構成の変更各委員会　委員構成の変更

渡辺議長、前島副議長就任あいさつ渡辺議長、前島副議長就任あいさつ渡辺議長、前島副議長就任あいさつ

令和４年１月２４日に開催された

令和３年１２月定例会において、

正副議長選挙が行われ、議長に

渡辺綱一議員、副議長に前島るり

議員が当選されました。

議 長　渡辺　綱一 副議長　前島　るり

「上尾市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）」を

策定いたしました。このような時こそ、市民の

皆様の声を市政に反映させるとともに、二元代

表制の一翼として、市行政を監視する役割を果

たしてまいります。

　また、市議会で進めてきた議会改革につきま

しては、ペーパーレス化の取り組みはもとよ

り、オンライン会議など、議会のＩＣＴ化を推

進し、これまで以上に議会の円滑な運営や活性

化を図るべく取り組んでまいります。

　市議会といたしましては、上尾に住んで良

かったと思える魅力あるまちづくり、そして、

本市の発展のため、市民の皆様と共に全力を尽

くしてまいります。

　今後とも、市議会の活動にご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げまして、就任のあ

いさつとさせていただきます。

総務常任委員会
　所管事項　市政の企画・調整、広報・広聴、財政、市税、財産管理、市有建築物の建築・

　　　　　　　　　　　　　　　修繕、防災・危機管理、交通・防犯など

　　　　　　　　　　◎田中一崇　〇池田達生　小池佑弥　津田賢伯　小川明仁　荒川昌佑　長沢純　浦和三郎

文教経済常任委員会
　所管事項　環境保全、廃棄物、農業・商工業の振興、学校教育、生涯学習、スポーツ振興など

　　　　　　　　　　◎平田通子　〇田島純　轟信一　新道龍一　樋口敦　鈴木茂　道下文男

都市整備消防常任委員会
　所管事項　都市計画、市街地整備、建築行政、開発行政、公園・緑地、道路・橋りょう、

　　　　　　　　　　　　　　　上水道、下水道、河川、消防行政など

　　　　　　　　　　◎井上茂　〇井上智則　尾花瑛仁　秋山かほる　戸口佐一　渡辺綱一　大室尚

健康福祉常任委員会

　所管事項　福祉全般、子育て支援、青少年、介護保険、国民健康保険、国民年金、後期高

　　　　　　　　　　　　　　　齢者医療、健康増進、生活保護など

　　　　　　　　　　◎戸野部直乃　〇海老原直矢　原田嘉明　佐藤恵理子　矢口豊人　新藤孝子　星野良行　

　　　　　　　　　　前島るり

　上尾市議会では、議案審査を行うために４つの常任委員会を設けています。議員は、今後２年間、常任委員と

して所管部門に属する事務についての調査や議案、請願などの審査に当たります。（◎が委員長、〇が副委員長）

各委員会　委員構成の変更

　市民の皆様には、平素より市政ならびに市議

会に対しまして、格別のご理解とご協力を賜

り、心より厚くお礼申し上げます。

　私たちは、令和３年１２月定例会におきまし

て、議員各位のご推挙により、議長ならびに副

議長に就任いたしました。誠に身に余る光栄で

あり、職責の重さを痛感し、身の引き締まる思

いでございます。微力ではございますが、公平

公正かつ円滑な議会運営に最善の努力を尽くし

てまいりますので、よろしくお願い申し上げま

す。

　さて、新型コロナウイルス感染症がいまだに

収束せず、市内においても過去最大の感染拡大

が続いております。そのような中、市議会で

は、市内で大規模災害や感染症などが発生した

非常時においても、議会機能を維持し、市民の

安全確保と災害復旧に向け、市と連携を行い、

迅速かつ適切な災害対策活動が行えるよう、

各常任委員会委員などの任期は２年となっています。令和３年１２

月定例会において改選が行われましたので、新委員を紹介します。
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新議員紹介 議会改革特別委員会で議会ＢＣＰを策定議会改革特別委員会で議会ＢＣＰを策定

共同処理する事務　し尿の処理およびこれに附帯する事務

尾花瑛仁　小川明仁　井上智則　池田達生　浦和三郎

共同処理する事務　①モーターボート競走法に基づく、モーターボート競走の施行

に関する事務②その他モーターボート競走の実施に関し必要な事務

大室尚

議会改革特別委員会で議会ＢＣＰを策定

　本委員会は、令和２年９月定例会において設置され、これまで

計８回にわたり協議を重ねてきました。協議事項は、議会基本条

例の制定や議員間討議の導入など、１５項目についてです。中で

も、上尾市議会業務継続計画（議会ＢＣＰ）については、大規模

災害が発生した際に、議会としての機能が果たせるよう、早急に

策定しました。内容は、非常時においても議会

機能の維持・回復を図り、もって市民の安全確

保と災害復旧に向け、市との連携を十分取って

迅速かつ適切な災害対策活動が行えるよう、必

要な組織体制や議会および議員の基本的な役割

などを定めました。

　令和３年１１月２８日執行の

市議会議員補欠選挙におい

て、１人の議員が当選しま

した。任期は、令和５年１２

月３１日までです。

　　 小池　佑弥

年齢　３６歳　

党派　無所属

住所　仲町１－１０－３

電話番号　６７１－７７８９

新議員紹介

こいけ　ゆうや

議会運営委員会

議会報編集委員会

一 部 事 務 組 合
議  会  議  員

上尾市学校施設更新
計画基本計画調査
特 別 委 員 会

上 尾 、 桶 川 、
伊 奈 衛 生 組 合

埼 玉 県 都 市
競 艇 組 合

議会運営のため議員間の意見調整を行い、会期、議事日程など議会を円滑に進行させる

とともに、議会に関する条例・規則などの審査に当たります。

◎鈴木茂　〇新道龍一　尾花瑛仁　矢口豊人　新藤孝子　田中一崇　戸野部直乃

池田達生　大室尚　長沢純

２９人（議長を除く全議員）

議長の就退任に伴い、渡辺綱一議員から大室尚議員に委員が変更になりました。

「あげお議会だより」の編集・発行、市議会ホームページの運用などについて協議・調

整に当たります。

◎田島純　〇樋口敦　小池佑弥　轟信一　井上智則　荒川昌佑　戸口佐一　星野良行

地方公共団体の事務の一部を広域で共同処理するために、一部事務組合が設けられてい

ます。

上尾市が構成団体となっている一部事務組合は２つあり、その組合議会に議員が選出さ

れています。

※なお、議会改革特別委員会委員について、改選はありません。

議員研修会を開催議員研修会を開催

　平成国際大学法学部浅野和生教授を講師に迎え、「市民と議会と市政
のための議会基本条例を考える」と題して、議員研修会をウェブセミ
ナーとして開催しました。
　市民の代表であり、二元代表制の一翼を担う議会として取り組むべき
ポイントなどを学び、議会基本条例の協議に向けて、大変参考になる内
容でした。

あさ の かず お
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令和９年１２月定例会

審議された主な議案

　１２月定例会で審議した議案は、市長提出
議案（追加提出議案を含む）１８件および諮
問１件、議員提出議案３件の計２２件で、こ
のうち１９件を原案のとおり可決・同意・異
議なき旨答申し、３件を否決しました。

議案第１１８号　令和３年度上尾市一般会計補正予算（第１２号）歳入歳出補正額４３億２７０９万２０００円

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金などを含む補正予算案を可決

○住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金および本市独自のくらし支援　

　給付金（均等割のみ課税世帯への応援金）の給付（２９億２１１４万４０００円）

▶住民税非課税世帯や新型コロナウイルス感染症の影響により家計が急変した世帯に対して、１

世帯当たり１０万円を給付するもの。また、本市の独自施策として、臨時特別給付金の対象とな

らない世帯のうち、個人市民税均等割のみが課税されている世帯に対して、１世帯当たり５万

円の応援金を給付するもの。

　　　
○本市独自の子育て世帯へのえがお応援給付金の給付（１億８０４３万円）

▶所得制限により、国の子育て世帯臨時特別給付金が給付されない世帯に対して、本市の独自施

策として、１８歳年度末までの子ども１人当たり５万円を給付するもの。

　　　
○燃油価格高騰対策（９８０万６０００円）

▶燃油価格の高騰により大きな影響を受けている路線バス運行事業者や施設園芸農家に対して、

燃料購入費に対する支援を実施するもの。

　　　
○国の経済対策に基づく国庫補助金や地方交付税の追加交付に伴う工事などの

　前倒し（施工時期の平準化にも寄与）（９億７８２２万７０００円）

▶国庫補助金の追加交付に伴う対応。

▶地方交付税の追加交付に伴う市内事業者が受注可能な工事などの前倒し。
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令和３年１２月定例会

審議された主な議案
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月
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　条例

補正予算

　

総
務
、
都
市
整
備
消
防
、
文
教
経
済
、

健
康
福
祉
の
各
常
任
委
員
会
は
、
付
託

さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。
以
下
、

審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
主
な
質
疑
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

«
メ
モ
»　

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の

見
直
し
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
経

済
的
負
担
軽
減
の
た
め
未
就
学
児
に
係

る
国
民
健
康
保
険
税
の
均
等
割
額
の
減

額
措
置
を
行
う
も
の
。

委
員　

令
和
２
年
度
の
法
定
外
繰
り
入

れ
の
額
は
。

　

ま
た
、
標
準
保
険
税
率
と
の
か
い
離

を
段
階
的
に
解
消
す
る
に
当
た
り
、
何

回
で
解
消
す
る
の
か
。

答　

決
算
額
で
約
４
・
８
億
円
で
あ
る
。

　

県
の
目
標
で
あ
る
令
和
８
年
度
ま
で

に
か
い
離
の
解
消
を
目
指
し
て
お
り
、

令
和
４
・
６
・
８
年
度
と
、
２
年
に
１
回
、

計
３
回
の
改
正
で
解
消
を
目
指
す
こ
と

で
考
え
て
い
る
。

委
員　

１
人
当
た
り
の
引
き
上
げ
額
お

よ
び
今
後
の
試
算
額
は
い
く
ら
か
。

答　

１
人
当
た
り
年
額
約
４
０
０
０
円

の
引
き
上
げ
額
で
試
算
し
て
い
る
。
今

後
の
保
険
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年

県
が
標
準
保
険
税
率
を
試
算
す
る
た

め
、
令
和
６
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、

改
め
て
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に

諮
問
し
、
審
議
す
る
た
め
、
現
在
は
決

ま
っ
て
い
な
い
。

«
メ
モ
»　

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
制

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
の
被
害
者

で
あ
り
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
器
な
ど
を
用
い
た

位
置
情
報
の
無
承
諾
取
得
な
ど
の
被
害

を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
者
を
住
民
基

本
台
帳
の
写
し
な
ど
の
交
付
制
限
を
求

め
る
こ
と
が
で
き
る
者
に
加
え
る
も

の
。

委
員　

近
年
、
家
族
や
友
人
間
で
位
置

情
報
を
共
有
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
は
や
っ

て
お
り
、
無
承
諾
で
あ
る
か
判
別
す
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
が
出
て
く
る
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
判
別
す
る
か
。

答　

ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に
遭
っ
た
方
な

ど
が
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写
し
な

ど
の
交
付
制
限
を
申
し
出
る
流
れ
と
し

て
、
ま
ず
人
権
男
女
共
同
参
画
課
や
警

察
署
な
ど
で
相
談
を
し
て
い
た
だ
き
、

支
援
の
必
要
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場

合
に
は
相
談
先
の
意
見
が
記
載
さ
れ
た

書
類
が
交
付
さ
れ
る
。
そ
の
書
類
を
市

民
課
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
付

制
限
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

で
あ
る
。

«
メ
モ
»　

燃
油
価
格
の
高
騰
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
施
設
園
芸
農
家
に
対

し
、
燃
油
の
購
入
価
格
の
一
部
を
補
助

す
る
こ
と
で
農
業
経
営
の
安
定
と
園
芸

作
物
の
安
定
供
給
を
図
る
も
の
。

委
員　

農
家
に
限
定
し
て
補
助
を
行
う

の
は
な
ぜ
か
。

答　

農
家
に
つ
い
て
は
、
規
模
が
小
さ

い
こ
と
も
あ
り
、
燃
油
の
高
騰
は
直
接

収
益
に
影
響
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
優

先
的
に
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
燃

油
価
格
の
状
況
に
よ
っ
て
、
今
後
も
必

要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

委
員　

補
助
の
内
容
は
。

答　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
、

令
和
３
年
度
は
令
和
２
年
度
と
比
べ
、

燃
油
価
格
が
１
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
２４
円

値
上
が
り
し
て
い
る
。
そ
の
値
上
が
り

し
た
分
の
半
分
に
つ
い
て
補
助
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
補
助
の
割
合
と
し
て
は
、

燃
油
価
格
に
対
し
１
割
程
度
を
補
助
す

る
こ
と
と
な
る
。

«
メ
モ
»　

水
銀
灯
の
生
産
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
伴
い
、
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
駅

前
広
場
、
都
市
公
園
お
よ
び
消
防
庁
舎

の
照
明
設
備
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
も
の
。

委
員　

上
尾
駅
駅
前
広
場
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改

修
工
事
の
場
所
お
よ
び
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
以
外

の
検
討
は
。

答　

東
西
駅
前
広
場
を
対
象
と
し
、
東

口
で
１
８
７
灯
、
西
口
で
１
９
０
灯
の

水
銀
灯
お
よ
び
蛍
光
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
Ｃ
Ｏ　

削
減

お
よ
び
電
気
料
金
削
減
の
観
点
か
ら
Ｌ

Ｅ
Ｄ
に
優
位
性
が
あ
る
た
め
、
他
は
検

討
し
て
い
な
い
。

委
員　

各
施
設
に
お
け
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
前

と
明
る
さ
の
比
較
は
し
て
い
る
か
。

答　

駅
前
広
場
は
現
在
と
同
等
で
設
計

す
る
。
都
市
公
園
は
３
０
０
ワ
ッ
ト
相

当
の
水
銀
灯
に
対
し
、
２
５
０
ワ
ッ
ト

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
検
討
し
て
い
る
が
、
明

る
さ
に
問
題
は
な
い
。
消
防
庁
舎
は
、

現
在
使
用
し
て
い
る
箇
所
の
状
況
か
ら

明
る
く
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。 ２

委
員
会
審
査
か
ら

総
務
常
任
委
員
会

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
被
害
者

等
に
係
る
住
民
基
本
台
帳
の
写

し
等
の
交
付
を
制
限

文
教
経
済
常
任
委
員
会

　条例　　

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
の
見

直
し

燃
油
価
格
の
高
騰
に
対
す
る
農

家
へ
の
補
助

補正予算

都
市
整
備
消
防
常
任
委
員
会

照
明
設
備
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

議会だより AGEO CITY
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令
和
３
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
｟
第
１２
号
｠

賛
成
▼
政
策
・
市
民
の
声　

全
て
の
子

育
て
世
帯
を
応
援
す
る
と
い
う
点
か
ら

賛
成
す
る
が
、
同
じ
５
万
円
で
も
収
入

に
よ
り
価
値
は
変
わ
る
。
さ
ら
に
有
効

な
税
金
の
使
い
方
を
考
え
て
ほ
し
い
。

賛
成
▼
無
会
派
｟
津
田
｠　

市
民
生
活
の

実
情
を
把
握
し
、
低
収
入
世
帯
や
所
得

制
限
に
係
る
世
帯
が
置
か
れ
た
現
状
も

考
慮
し
、
子
育
て
世
帯
を
分
け
隔
て
な

く
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き

議
会
の
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

賛
成
▼
政
策
・
市
民
の
声　

候
補
者
の

こ
れ
ま
で
の
経
歴
か
ら
一
定
の
理
解
を

し
た
の
で
賛
成
す
る
。
候
補
者
へ
の
丁

寧
な
意
見
聴
取
を
行
い
、
議
会
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
を
求
め
る
。

上
尾
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
▼
共
産
党　

保
険
税
の
値
上
げ
は
、

市
民
に
大
き
な
負
担
と
な
り
、
払
い
た

く
て
も
払
え
ず
、
医
療
を
受
け
ら
れ
な

い
市
民
を
多
数
生
み
出
し
て
し
ま
う
事

か
ら
反
対
す
る
。

　

令
和
３
年
１１
月
２９
日
、
第
３
回
臨
時

会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
６
件
を
可

決
・
承
認
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
｟
第
１０
号
｠
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
｟
３
回
目
接
種
｠

に
要
す
る
経
費
お
よ
び
小
児
二
次
救
急

医
療
体
制
の
拡
充
｟
日
曜
夜
間
の
救
急

診
療
｠
に
要
す
る
経
費
を
計
上
す
る
も

の
。

上
尾
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
上
尾
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
／
人
事
院
勧

告
に
準
じ
て
、
市
職
員
に
支
給
す
る
期

末
手
当
の
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
も

の
。

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
／
市
職
員
に
支
給
す
る
期

末
手
当
の
支
給
割
合
の
引
き
下
げ
に
準

じ
て
、
市
長
、
副
市
長
、
議
会
の
議
員

お
よ
び
教
育
長
に
支
給
す
る
期
末
手
当

の
支
給
割
合
を
引
き
下
げ
る
も
の
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
｟
一
般
会
計
補
正
予
算
｟
第
８
号
｠｠

／
上
尾
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
を
令
和

３
年
１１
月
２８
日
に
執
行
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
執
行
体
制
を
整

備
す
る
も
の
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
｟
一
般
会
計
補
正
予
算
｟
第
９
号
｠｠

／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
追

加
接
種
｟
３
回
目
接
種
｠
に
必
要
な
体

制
を
実
際
の
接
種
よ
り
前
に
整
備
す
る

も
の
。

令
和
３
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
｟
第
１１
号
｠
／
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
子
育
て
世

帯
を
支
援
す
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
へ

の
臨
時
特
別
給
付
金
を
給
付
す
る
も
の
。

令
和
３
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
｟
第
１０
号
｠

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

３
回
目
接
種

の
対
象
者
は
、
８
か
月
経
過
よ
り
短
縮

し
、
行
動
履
歴
も
管
理
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
感
染
対
策
し
た
飲
食
店
へ
の
支

援
の
再
考
を
求
め
る
た
め
反
対
す
る
。

上
尾
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
及

び
上
尾
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採

用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

反
対
▼
共
産
党　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
処
し
て
い
る
公
務
員
に

対
し
、
冷
た
い
施
策
で
あ
り
、
民
間
企

業
の
労
働
者
賃
金
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
人
事
院
勧
告
は
認
め
ら
れ
な
い
。

賛
成
▼
無
会
派
｟
津
田
｠　

人
事
院
勧
告

と
公
務
員
給
与
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
は
せ
ず
に
、
人
事
院
勧
告
に
準
ず

る
と
し
た
市
の
決
断
に
対
し
て
敬
意
を

表
す
る
。

市
長
及
び
副
市
長
の
給
与
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

賛
成
▼
無
会
派
｟
津
田
｠　

公
選
職
で
選

ば
れ
た
人
間
は
、
自
発
的
に
自
ら
の
給

与
、
手
当
を
決
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

議
員
の
期
末
手
当
削
減
は
議
員
自
ら
が

議
案
と
し
て
提
出
す
べ
き
だ
っ
た
。

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
｟
一
般
会
計
補
正
予
算
｟
第
９
号
｠｠

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

ワ
ク
チ
ン
接

種
事
務
を
同
じ
業
者
に
委
託
す
る
随
意

契
約
で
あ
り
、
お
金
を
節
約
す
る
た
め

の
努
力
が
な
さ
れ
た
の
か
疑
問
で
あ
る
。

令
和
３
年
度
上
尾
市
一
般
会
計
補
正
予

算
｟
第
１１
号
｠

反
対
▼
無
会
派
｟
秋
山
｠　

高
齢
者
や
コ

ロ
ナ
に
よ
り
収
入
が
落
ち
た
世
帯
に
も

目
を
向
け
る
べ
き
。
臨
機
応
変
に
市
民

の
た
め
に
動
い
て
こ
そ
の
市
政
で
あ
り
、

こ
れ
だ
け
で
は
不
足
で
あ
る
。

反
対
▼
無
会
派
｟
津
田
｠　

本
施
策
に
お

い
て
は
、
そ
の
目
的
が
困
窮
世
帯
の
救

済
か
、
景
気
対
策
か
、
不
分
明
な
状
態

で
あ
り
、
国
が
誤
っ
て
い
る
と
思
う
施

策
に
関
し
て
反
対
す
る
。

討
論

令
和
３
年
１２
月
定
例
会

令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会

討
論

議会だより
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●第３回臨時会
◎市長提出議案（６件）

●１２月定例会
◎市長提出議案（１９件）

◎議員提出議案（３件）

令和３年度上尾市一般会計補正予算（第１０号）

上尾市職員の給与に関する条例及び上尾市一

般職の任期付職員の採用等に関する条例の一

部を改正する条例の制定について

市長及び副市長の給与等に関する条例等の一

部を改正する条例の制定について

専決処分の承認を求めることについて【令和

３年度上尾市一般会計補正予算（第８号）】

専決処分の承認を求めることについて【令和

３年度上尾市一般会計補正予算（第９号）】

令和３年度上尾市一般会計補正予算（第11

号）

上尾市ストーカー行為等の被害者等に係る住

民基本台帳の一部の写し等の交付の制限に関

する条例の一部を改正する条例の制定につい

て

上尾市西貝塚環境センター基幹的設備改良・

整備運営事業事業者選定委員会条例の制定に

ついて

上尾市国民健康保険税条例の一部を改正する

条例の制定について

上尾市長期優良住宅の普及の促進に関する法

律関係手数料徴収条例の一部を改正する条例

の制定について

上尾市土砂等のたい積の規制に関する条例の

一部を改正する条例の制定について

議案第１００号

議案第１０１号

議案第１０２号

議案第１０３号

議案第１０４号

議案第１０５号

議案第１０６号

議案第１０７号

議案第１０８号

議案第１０９号

議案第１１０号

上尾市都市計画法に基づく開発行為等の許可

の基準に関する条例の一部を改正する条例の

制定について

公の施設の指定管理者の指定について【上尾

市健康プラザわくわくランド】

公の施設の指定管理者の指定について【戸崎

公園】

埼玉県市町村総合事務組合規約の変更につい

て

市道路線の認定について

市道路線の廃止について

市道路線の認定について

令和３年度上尾市一般会計補正予算（第１２ 

号）

令和３年度上尾市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）

令和３年度上尾市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）

令和３年度上尾市水道事業会計補正予算（第

２号）

令和３年度上尾市公共下水道事業会計補正予

算（第１号）

副市長の選任について【坂本𣳾孝氏】

人権擁護委員の候補者の推薦につき議会の意

見を求めることについて【堀越洋子氏】

石炭火力発電所の廃止を求める意見書

政党助成制度の廃止を求める意見書

原油価格の高騰から市民生活と事業者の営業

を守る緊急対策を求める意見書

議案第１１１号

議案第１１２号

議案第１１３号

議案第１１４号

議案第１１５号

議案第１１６号

議案第１１７号

議案第１１８号

議案第１１９号

議案第１２０号

議案第１２１号

議案第１２２号

議案第１２３号

諮問第３号

議第１５号議案

議第１６号議案

議第１７号議案

　

令和３年第３回臨時会および令和３年１２月定例会提出議案とその結果

議案第 100 号

議案第 101 号

議案第 104 号

議案第 105 号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

×

×

○

○

○

○

秋
山
か
ほ
る

佐
藤
恵
理
子

津

田

賢

伯

星

野

良

行

小

川

明

仁

道

下

文

男

前

島

る

り

戸
野
部
直
乃

井

上

智

則

平

田

通

子

池

田

達

生

戸

口

佐

一

新

藤

孝

子

轟

　

信

一

渡

辺

綱

一

田

中

一

崇

新

道

龍

一

尾

花

瑛

仁

原

田

嘉

明

浦

和

三

郎

海
老
原
直
矢

矢

口

豊

人

荒

川

昌

佑

政策・市民の声 上尾同志会 共産党 公明党 彩の会 無会派

議決

結果

議案番号

◎本議会において賛否が分かれた議案

議
　
長

※　一覧に掲載されていない議案は、全会一致で可決。
※　○＝賛成　×＝反対　※議長は採決に加わりません。

大

室

　

尚

長

沢

　

純

小

池

佑

弥

田

島

　

純

井

上

　

茂

鈴

木

　

茂

樋

口

　

敦

議案第 108 号

議第15号議案

議第16号議案

議第17号議案

原案可決

原案否決

原案否決

原案否決

○

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

○

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

○

○

×

×

×

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

×

○

○

○

○

×

×

×

○ ○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

×

○

×

×

○

○

×

×

×

秋
山
か
ほ
る

佐
藤
恵
理
子

津

田

賢

伯

星

野

良

行

小

川

明

仁

道

下

文

男

前

島

る

り

戸
野
部
直
乃

井

上

智

則

平

田

通

子

池

田

達

生

戸

口

佐

一

新

藤

孝

子

轟

　

信

一

渡

辺

綱

一

田

中

一

崇

新

道

龍

一

尾

花

瑛

仁

原

田

嘉

明

田

島

　

純

浦

和

三

郎

海
老
原
直
矢

矢

口

豊

人

荒

川

昌

佑

政策・市民の声 上尾同志会 共産党 公明党 彩の会 無会派

議決

結果

議案番号

議
　
長

大

室

　

尚

長

沢

　

純

小

池

佑

弥

井

上

　

茂

鈴

木

　

茂

樋

口

　

敦

欠
　
席

欠
　
席

議
長

×

×

×

第３回臨時会

１２月定例会

※詳しくは市議会ホームページの
　「議案」をご覧ください。
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大
谷
北
部
第
四
土
地

区
画
整
理
組
合
は
、
都
市

づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
い
た
ま

や
芝
浦
工
業
大
学
と
協
働

し
、
市
民
を
巻
き
込
む
街

づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
こ
で
、昨
年
行
っ
た
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣

言
」
の
よ
う
な
課
題
も
、

大
学
と
の
連
携
や
市
民
な

ど
の
協
力
を
得
て
行
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　

学
識
経
験
者
を
含
め

た
委
員
で
構
成
す
る
市
環

境
審
議
会
を
す
で
に
設
置

し
て
い
る
が
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
や
気

候
変
動
対
策
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
今
後
協
働
で
き
る

機
会
を
設
け
ら
れ
る
よ
う

検
討
し
て
い
く
。

　
　

市
は
学
校
更
新
計
画
、

さ
ら
に
ス
ポ
ー
ツ
科
学
拠

点
の
整
備
や
街
づ
く
り
な

ど
、
多
く
の
課
題
を
抱
え
、

大
切
な
局
面
を
迎
え
て
い

る
。
今
後
、
上
尾
を
よ
り

魅
力
あ
る
街
に
す
る
た
め

に
、
産
官
学
民
連
携
と
と

も
に
全
体
を
見
渡
し
な
が

ら
事
業
を
展
開
し
て
い
く

シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
の
強

化
が
必
要
と
思
う
が
、
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

市
を
さ
ら
に
魅
力
あ

る
街
に
す
る
た
め
、
引
き

続
き
人
材
の
交
流
や
多
様

な
研
修
へ
の
派
遣
な
ど
、

人
材
育
成
を
進
め
る
と
と

も
に
、
組
織
の
力
を
最
大

化
し
て
い
く
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　

日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
株
式
会

社
の
物
流
倉
庫
建
設
に
つ

い
て
、
状
況
は
。

　
　

市
と
日
本
Ｇ
Ｌ
Ｐ
株

式
会
社
と
の
間
で
、
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
な
ど
の
打

ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。
事

業
者
に
よ
る
と
物
流
倉
庫

建
設
に
関
す
る
地
域
説
明

会
は
未
開
催
だ
が
、
解
体

に
つ
い
て
は
地
域
へ
説
明

し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

周
辺
で
は
上
尾
陸
橋

交
差
点
を
中
心
に
渋
滞
が

慢
性
化
し
て
い
る
。
本
件

は
生
活
環
境
へ
の
影
響
が

大
き
い
。
市
が
積
極
的
に

関
わ
る
よ
う
要
望
す
る
。

イ
オ
ン
モ
ー
ル
上
尾
建
設

時
、
市
は
「
渋
滞
が
予
測

を
上
回
る
時
間
帯
が
あ
る
。

状
況
把
握
に
努
め
る
。」

と
答
え
た
が
、
現
状
は
。

　
　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
上
尾

の
開
店
後
は
１
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
超
え
る
渋
滞
が
発

生
し
、
そ
の
後
も
週
末
を

中
心
に
た
び
た
び
渋
滞
が

発
生
し
て
い
る
。

　
　

上
尾
陸
橋
交
差
点
の

県
道
の
右
折
帯
未
整
備
が

渋
滞
の
要
因
で
あ
る
。
県

な
ど
へ
の
働
き
か
け
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

交
通
状
況
悪
化
に
市

も
強
い
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
。
令
和
２
年
３
月
に

県
に
対
し
道
路
拡
幅
整
備

推
進
に
つ
い
て
、
地
権
者

な
ど
に
対
し
用
地
提
供
に

つ
い
て
要
望
を
提
出
し

た
。
県
に
よ
る
と
、
交
渉

中
で
合
意
に
は
至
っ
て
い

な
い
が
、
今
後
も
用
地
取

得
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

大
学
や
企
業
、
市
民
な
ど
と
の
協
働
で

　
　
　
　 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

県
と
連
携
し
、
上
尾
陸
橋
交
差
点

　
　
　
　
　
周
辺
の
渋
滞
対
策
を

前島るり

（公明党
上尾市議団）

尾花瑛仁

（上尾同志会）

ほ
う
し
ん

問問

答

答

答

問問 答

答

問

そこが聞きたい
ここが問題 ！？

　１２月定例会の一般質問は、1月１３・１４・１７・

１８・１９日の５日間行われ、２１人の議員が市

政全般６８項目にわたって市当局の見解を求

めました。各議員の一般質問の中から一部を

掲載しました。詳細は市議会のホームページ

をご覧ください（３月下旬公開）。

　なお、本定例会では、新型コロナウイルス

感染症の感染拡大防止のため、傍聴について

は自粛をお願いし実施いたしました。

一 般 質 問一 般 質 問

・

１８
歳
ま
で
の
子
ど
も
医

　

療
費
の
拡
充
と
イ
ン
フ

　

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

　

補
助

・
成
人
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク

　

チ
ン
接
種
の
補
助

・
教
員
と
子
ど
も
達
の
笑

　

顔
の
た
め
に

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
二
元
代
表
制
と
自
治

　

体
運
営

・
中
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン

・
中
間
・
広
域
自
治
体
と

　

の
連
携
の
諸
課
題
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市
の
一
部
の
小
・
中

学
校
ト
イ
レ
に
試
験
的
に

生
理
用
品
が
設
置
さ
れ

た
。
実
施
し
た
学
校
か
ら

は
、
一
定
の
利
用
数
が
あ

り
、
必
要
な
児
童
生
徒
が

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
全

校
で
の
展
開
を
求
め
る
が

見
解
は
。

　
　

試
行
的
取
り
組
み
の

実
績
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

研
究
し
て
い
く
。

　
　

生
ま
れ
つ
き
人
一
倍

敏
感
な
Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
い
う
気

質
を
持
つ
子
ど
も
が
５
人

に
１
人
い
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
敏
感
さ
故
に
、
周

り
の
出
来
事
や
人
の
気
持

ち
に
疲
れ
や
す
く
、
さ
ら

に
そ
の
感
覚
が
理
解
さ
れ

づ
ら
く
、
苦
し
く
な
り
、

集
団
を
苦
に
感
じ
て
、
不

登
校
に
至
る
ケ
ー
ス
が
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
Ｈ
Ｓ
Ｃ
と
い
う
気

質
に
つ
い
て
認
識
を
深
め

る
た
め
、
全
て
の
学
校
関

係
者
お
よ
び
保
護
者
に
周

知
を
求
め
る
が
見
解
は
。

　
　

Ｈ
Ｓ
Ｃ
を
含
め
、
特

別
支
援
教
育
が
必
要
な
児

童
生
徒
に
対
し
て
、
保
護

者
と
も
連
携
し
て
、
個
に

応
じ
た
指
導
を
行
う
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
教
育
セ
ン
タ
ー
で

は
、
今
後
も
児
童
生
徒
、

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

く
。

　
　

公
民
館
、
図
書
館
に

お
け
る
ト
イ
レ
の
非
接
触

型
照
明
改
修
工
事
の
進
捗

状
況
は
。

　
　

上
尾
公
民
館
が
あ
る

文
化
セ
ン
タ
ー
、
上
平
・

平
方
・
原
市
・
大
石
・
大

谷
公
民
館
、
図
書
館
本
館

お
よ
び
駅
前
・
瓦
葺
・
平

方
分
館
は
、
す
で
に
工
事

が
完
了
し
て
い
る
。

　
　

ト
イ
レ
の
自
動
水
栓

化
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

図
書
館
ト
イ
レ
の
自

動
水
栓
化
は
全
館
が
完
了

し
て
い
る
。
公
民
館
は
１

月
末
ま
で
に
は
全
館
の
整

備
が
完
了
す
る
予
定
で
あ

る
。

　
　

公
民
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

の
進
捗
状
況
は
。

　
　

体
育
室
や
ホ
ー
ル
、

駐
車
場
の
外
灯
は
お
お
む

ね
水
銀
灯
で
あ
り
、
講
座

室
や
調
理
室
な
ど
屋
内
の

個
別
の
部
屋
は
蛍
光
灯
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
交

換
部
品
が
調
達
で
き
な

か
っ
た
箇
所
や
、Ｌ
Ｅ
Ｄ

へ
簡
易
に
改
修
で
き
た
箇

所
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
と
な
っ
て
い

る
。

　
　

今
後
、
図
書
館
や
公

民
館
は
ど
の
よ
う
に
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　

公
民
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

に
つ
い
て
は
、
水
銀
灯
の

生
産
終
了
に
伴
い
、
供
給

に
対
す
る
懸
念
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
は
水
銀
灯

を
使
用
し
て
い
る
体
育
室

を
優
先
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
図
書
館
に
つ
い

て
は
、
平
成
３１
年
度
以
降
、

利
便
性
向
上
や
老
朽
化
対

策
の
一
環
と
し
て
順
次
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
お
り
、

今
後
も
こ
の
取
り
組
み
を

継
続
し
て
い
く
。

　
　

自
治
会
の
連
合
会
長

な
ど
は
、
各
種
審
議
会
な

ど
で
住
民
代
表
と
し
て
委

嘱
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

が
、
具
体
的
な
内
容
は
。

　
　

令
和
３
年
度
に
つ
い

て
は
、
空
家
等
対
策
協
議

会
や
環
境
審
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
２７
の
委
員
会
な

ど
の
推
薦
が
あ
っ
た
。

　
　

審
議
会
委
員
と
な
っ

た
場
合
の
身
分
や
発
言

は
、
自
治
会
を
代
表
す
る

も
の
な
の
か
、
個
人
な
の

か
、
見
解
は
。

　
　

各
審
議
会
の
委
嘱
の

目
的
に
も
よ
る
が
、
大
半

が
上
尾
市
自
治
会
連
合
会

の
代
表
と
し
て
の
身
分
、

発
言
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

非
常
に
奥
の
深
い
問

題
で
あ
る
と
考
え
る
。
お

そ
ら
く
審
議
会
委
員
は
、

自
治
会
長
が
充
て
職
で
選

ば
れ
て
お
り
、
自
治
会
連

合
会
も
そ
の
道
に
造
詣
が

深
い
の
で
選
出
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
慣
例
や
順

番
で
選
ん
で
い
る
と
思
わ

れ
る
。
各
審
議
会
に
お
け

る
自
治
会
連
合
会
役
員
の

発
言
が
、
市
民
や
自
治
会

を
代
表
し
た
意
見
で
あ
る

と
決
め
付
け
る
の
は
少
し

無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
の
認
識
は
、
上
尾
市
自

治
会
連
合
会
の
代
表
と
し

て
の
身
分
、
発
言
と
の
こ

と
だ
が
、
そ
れ
な
ら
ば
事

前
ま
た
は
事
後
に
そ
の
審

議
会
の
内
容
に
つ
き
自
治

会
連
合
会
や
自
治
会
で
意

見
交
換
が
な
さ
れ
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
　

各
審
議
会
な
ど
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
自
治
会

連
合
会
理
事
会
な
ど
の
場

で
、
各
委
員
か
ら
必
要
に

応
じ
て
相
談
や
報
告
が
行

わ
れ
て
い
る
。

学
校
現
場
で
配
慮
が
必
要
と
さ
れ
る

　
　
　
　
　 

事
柄
へ
の
対
応
状
況

審
議
会
委
員
と
な
っ
た
自
治
会

　
　
　
　 

連
合
会
長
の
発
言
と
は

公
民
館
、
図
書
館
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は

浦和三郎

（政策・
市民の声）

戸野部直乃

（公明党
上尾市議団）

鈴木　茂

（政策・
市民の声）

し
ん
ち
ょ
く

問問

問問

答

答問答答

答

問問問

答

答 答

答

問

け
い

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

　

の
積
極
的
勧
奨

・
こ
れ
か
ら
の
納
骨
の
在

　

り
方

・
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ

　

ス
の
課
題

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
長
公
約

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・ 

図
書
館
行
政
不
明
本

・ 

２
期
目
の
市
政
運
営
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ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の

利
用
に
つ
い
て
、
対
象
児

童
１
人
に
つ
き
１
回
当
た

り
４
４
０
０
円
の
補
助
が

受
け
ら
れ
る
内
閣
府
の

「
企
業
主
導
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
利
用
者
支
援
事
業
」

を
市
内
事
業
者
に
周
知
す

べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

現
在
、
こ
の
事
業
に

関
す
る
情
報
が
少
な
い
こ

と
か
ら
、
ま
ず
情
報
収
集

を
行
い
、
関
係
課
と
情
報

共
有
し
な
が
ら
、
市
と
し

て
制
度
の
周
知
を
行
う
べ

き
か
検
討
し
て
い
く
。

　
　

国
に
問
い
合
わ
せ
れ

ば
す
ぐ
に
情
報
収
集
で
き

る
。
早
急
に
検
討
を
行
い
、

周
知
す
べ
き
で
あ
る
。

　

適
正
な
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
事
業
者
を
利
用
す
る
た

め
、
市
民
向
け
の
情
報
提

供
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
見
解
は
。

　
　

周
知
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
認
識
し
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ

り
周
知
を
行
う
。

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
だ
け

で
な
く
、
チ
ラ
シ
の
配
架

や
他
の
文
書
発
送
の
際
に

同
封
す
る
な
ど
、
他
の
周

知
方
法
に
つ
い
て
も
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

　

川
口
市
で
は
病
児
へ
の

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
料

を
１
時
間
当
た
り
１
０
０

０
円
補
助
す
る
「
訪
問
型

病
児
・
病
後
児
保
育
利
用

助
成
制
度
」
を
実
施
し
て

い
る
。
上
尾
市
も
独
自
の

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
補

助
に
つ
い
て
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

川
口
市
な
ど
の
状
況

を
確
認
し
、
必
要
性
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　

ア
ッ
ピ
ー
元
気
体
操

に
対
す
る
市
の
方
針
転
換

は
、
従
来
の
形
か
ら
か
け

離
れ
て
い
る
が
見
解
は
。

　
　

補
助
金
や
備
品
の
貸

し
出
し
な
ど
の
支
援
を
団

体
に
対
し
て
行
う
こ
と

で
、
お
お
む
ね
従
来
の
形

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

補
助
金
や
備
品
の
貸

与
な
ど
の
支
援
だ
け
で
は

継
続
す
る
の
は
難
し
い
と

い
う
市
民
か
ら
の
意
見
に

対
す
る
見
解
は
。

　
　

活
動
実
施
に
至
ら
な

い
理
由
を
団
体
ご
と
に
聴

取
し
て
い
る
。
団
体
ご
と

の
実
情
を
伺
い
、
活
動
を

再
開
す
る
団
体
が
増
え
て

い
く
よ
う
努
力
す
る
。

　
　

公
共
施
設
の
会
場
予

約
が
取
り
に
く
い
現
状
に

対
す
る
市
の
支
援
は
。

　
　

施
設
管
理
者
な
ど
と

調
整
を
図
り
、
事
前
予
約

を
支
援
す
る
。

　
　

公
共
施
設
を
使
用
し

て
い
る
団
体
数
、
施
設
名
、

希
望
す
る
曜
日
や
時
間
帯

を
調
査
し
て
い
る
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
前
の
利
用

状
況
は
把
握
し
て
い
る
。

各
団
体
の
希
望
す
る
曜
日

や
時
間
帯
を
把
握
し
、
事

前
予
約
で
き
る
よ
う
施
設

管
理
者
と
調
整
し
て
い
る
。

　
　

ア
ッ
ピ
ー
元
気
体
操

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
に
つ
い

て
見
解
と
対
策
は
。

　
　

リ
ー
ダ
ー
は
こ
れ
ま

で
の
役
割
に
加
え
、
団
体

の
運
営
に
も
ご
協
力
い
た

だ
く
こ
と
に
な
る
。
活
動

し
て
い
る
団
体
に
は
充
実

し
た
活
動
に
す
る
た
め
、

具
体
的
な
活
動
内
容
な
ど

に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
え
る
講
座
を
開
催
す

る
。

　
　

公
文
書
管
理
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
は
、
令
和

２
年
９
月
定
例
会
お
よ
び

令
和
３
年
９
月
定
例
会
の

一
般
質
問
に
お
い
て
取
り

上
げ
て
き
た
。
当
時
は
あ

ま
り
前
向
き
で
は
な
か
っ

た
よ
う
に
感
じ
た
が
、
今

回
、
市
長
公
約
と
な
っ
た

経
緯
を
伺
う
。

　
　

こ
れ
ま
で
、
公
正
な

政
治
、
公
平
な
行
政
を
実

現
す
る
た
め
、
不
正
を
起

こ
さ
せ
な
い
環
境
づ
く
り

に
ま
い
進
し
て
き
た
。
２

期
目
の
市
政
運
営
に
当
た

り
、
公
文
書
管
理
法
に
お

い
て
、
公
文
書
は
国
民
共

有
の
知
的
財
産
で
あ
り
、

国
民
が
主
体
的
に
利
用
し

得
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

お
り
、
公
文
書
に
つ
い
て
、

よ
り
適
正
な
管
理
を
推
進

す
る
こ
と
が
今
後
も
透
明

で
ク
リ
ー
ン
な
上
尾
で
あ

り
続
け
る
た
め
の
施
策
と

し
て
必
要
で
あ
る
と
考
え

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

公
平
と
透
明
は
、
行

政
に
と
っ
て
基
本
で
あ

る
。
会
議
録
を
し
っ
か
り

残
す
と
い
う
こ
と
を
条
例

の
中
に
落
と
し
込
む
こ
と

に
よ
っ
て
、
よ
り
厳
格
な

運
用
が
見
込
ま
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
公
文
書
管
理

条
例
の
内
容
に
つ
い
て
、

文
書
取
扱
規
程
や
会
議
録

作
成
要
領
な
ど
各
種
要
綱

や
規
程
と
の
整
合
性
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　

文
書
取
扱
規
程
や
会

議
録
作
成
要
領
な
ど
、
関

連
す
る
規
程
な
ど
に
つ
い

て
は
、
公
文
書
管
理
条
例

と
の
整
合
性
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
必
要
に
応
じ
て
検

討
し
て
い
く
。

共
働
き
世
帯
の
支
援
の
た
め

　
　
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
利
用
補
助
を

公
文
書
管
理
条
例
に
よ
り
透
明
性

　
　
　
　
　
　
の
あ
る
市
政
運
営
を

ア
ッ
ピ
ー
元
気
体
操
の
方
針
転
換

荒川昌佑

（政策・
市民の声）

海老原直矢

（政策・
市民の声）

井上　茂

（政策・
市民の声）

問

答答

答答

問問問

問問

答答 答

答問

問

問

問

答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
各
種
検
診

・
災
害
時
に
お
け
る
施
策

・
市
に
よ
る
人
材
確
保

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
防
災

・
労
働
者
協
同
組
合
法 

　

ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
大
規
模
学
童
の
解
消
対
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長
年
、
市
民
・
県
民

に
愛
さ
れ
て
き
た
、
さ
い

た
ま
水
上
公
園
プ
ー
ル
エ

リ
ア
跡
地
や
、
今
後
整
備

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
拠

点
施
設
に
つ
い
て
、
市
と

し
て
、
ど
の
よ
う
に
生
か

し
て
い
く
考
え
な
の
か
伺

う
。

　
　

市
と
し
て
は
、
半
世

紀
に
わ
た
っ
て
皆
さ
ん
に

愛
さ
れ
て
き
た
水
上
公
園

の
跡
地
が
、
ア
ス
リ
ー
ト

の
み
が
利
用
す
る
施
設
で

は
な
く
、
多
く
の
市
民
、

県
民
が
集
い
、
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
に
ぎ
わ
い
の
場
と

な
る
よ
う
、
県
と
協
議
を

重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

ス
ポ
ー
ツ
科
学
拠
点

施
設
の
候
補
地
と
な
っ
た

水
上
公
園
エ
リ
ア
の
整
備

に
対
す
る
意
見
交
換
会
が

開
催
さ
れ
た
が
、
意
見
交

換
会
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
、
意
見
交
換
会

に
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
、

新
た
な
施
設
が
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
と
と
も

に
、
に
ぎ
わ
い
の
場
づ
く

り
と
な
る
た
め
の
事
業
提

案
を
頂
い
て
い
る
。

　

今
後
は
、
そ
の
よ
う
な

意
見
や
提
案
を
集
約
し
、

改
め
て
意
見
交
換
の
場
を

設
け
、
市
と
し
て
の
事
業

提
案
を
取
り
ま
と
め
、
２

月
末
ま
で
に
県
に
提
出
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ

の
際
は
、
市
民
、
県
民
に

愛
さ
れ
地
域
の
誇
り
と
な

る
施
設
で
あ
る
と
と
も

に
、
地
域
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
と
な
る
よ
う
な
も

の
に
し
た
い
。
さ
ら
に
は

地
元
企
業
や
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
、
上
尾
の
強
み
を

存
分
に
生
か
せ
る
よ
う
な

提
案
を
し
て
い
く
。

　
　

報
道
な
ど
で
話
題
の

子
育
て
支
援
特
別
給
付
金

給
付
事
業
は
自
治
事
務
だ

が
法
定
受
託
事
務
と
の
違

い
、
役
割
、
法
的
根
拠
は
。

　
　

法
定
受
託
事
務
は
、

地
方
自
治
法
第
２
条
第
９

項
で
市
町
村
が
処
理
す
る

事
務
の
う
ち
、
国
・
都
道

府
県
が
本
来
果
た
す
べ
き

役
割
に
係
る
も
の
で
、
法

律
ま
た
は
こ
れ
に
基
づ
く

政
令
に
定
め
る
も
の
と
定

義
さ
れ
て
い
る
。
自
治
事

務
は
、
地
方
自
治
法
第
２

条
第
８
項
で
法
定
受
託
事

務
を
除
く
全
て
の
事
務
と

定
義
さ
れ
て
い
る
。
自
治

事
務
に
つ
い
て
の
国
な
ど

の
関
与
は
助
言
・
勧
告
、

資
料
の
提
出
の
要
求
、
是

正
の
要
求
し
か
認
め
ら
れ

て
い
な
い
。
た
だ
し
、
国

な
ど
か
ら
の
補
助
金
の
交

付
に
つ
い
て
は
別
途
、「
補

助
金
等
に
係
る
予
算
の
執

行
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律

(

以
下
「
補
助
金
適
正

化
法
」
と
い
う
。)

」
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

国
や
各
省
庁
が
適
正

な
内
容
で
あ
る
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
裁
量
・
権
限

を
握
る
根
拠
と
な
る
補
助

金
適
正
化
法
に
よ
っ
て
、

地
方
自
治
体
の
裁
量
は
狭

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
よ
う
に
地
域
の

実
情
に
応
じ
て
事
業
を
実

施
で
き
る
国
庫
補
助
金
は

他
に
あ
る
か
。

　
　

国
庫
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
補
助
金
適
正
化
法

に
よ
っ
て
、
他
の
用
途
に

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
と

さ
れ
、
罰
則
も
定
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
方

公
共
団
体
の
実
情
に
応
じ

た
柔
軟
な
活
用
は
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

が
ん
の
相
談
窓
口
の

周
知
に
つ
い
て
、
本
市
の

取
り
組
み
は
。

　
　

が
ん
に
関
す
る
相
談

窓
口
と
し
て
、
県
内
に
２６

か
所
、
市
内
で
は
上
尾
中

央
総
合
病
院
に
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
セ
ン
タ
ー
の
一
覧

を
掲
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

県
疾
病
対
策
課
で
電
話
に

よ
る
が
ん
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
、
今
後
、
案
内

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
設
置
場

所
を
増
や
す
な
ど
、
さ
ら

に
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

　
　

が
ん
患
者
就
労
支
援

奨
励
金
制
度
を
本
市
で
も

創
設
で
き
な
い
か
と
考
え

る
が
見
解
は
。

　
　

が
ん
患
者
を
雇
用
し

た
企
業
に
対
し
、
助
成
金

を
支
給
す
る
制
度
と
認
識

し
て
い
る
が
、
今
後
先
進

事
例
の
情
報
を
収
集
し
、

研
究
し
て
い
く
。

　
　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

や
小
児
が
ん
患
者
の
医
療

費
助
成
制
度
を
利
用
で
き

な
い
１８
歳
か
ら
３９
歳
ま
で

の
若
年
が
ん
患
者
に
対
す

る
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

本
市
で
も
取
り
組
め
な
い

か
と
考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

現
在
は
傷
病
手
当
金

や
生
活
保
護
な
ど
の
生
活

支
援
の
ほ
か
、
が
ん
に
伴

う
障
害
年
金
な
ど
の
支
援

に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。

患
者
本
人
の
生
活
の
質
の

向
上
や
家
族
の
負
担
軽
減

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
国
・
県
や
他

市
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

魅
力
あ
る
水
上
公
園
跡
地
整
備
に

　
　
　
　
　
　 

向
け
た
取
り
組
み

が
ん
患
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を

地
方
自
治
の
本
旨
を
ゆ
が
め
続
け
る

         

　
　 

補
助
金
適
正
化
法

樋口　敦

（政策・
市民の声）

井上智則

（公明党
上尾市議団）

津田賢伯

（無会派）

問

答

答

問

問

答

答問

問

問

答問答

答

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
学
校
生
活

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
子
ど
も
の
安
全
対
策

・
交
通
弱
者
へ
の
支
援

・
投
票
率
向
上

・
公
共
施
設
へ
の
Ｗ
ｉ―

Ｆ
ｉ

　

整
備

ワ
イ
フ
ァ
イ
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学
童
利
用
者
が
急
増

し

て

い

る

こ

と

か

ら
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
市
の
取
り
組

み
は
。

　
　

第
２
期
上
尾
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
で
示
し
た
利
用
児
童
数

の
見
込
み
に
よ
り
学
童
整

備
を
計
画
的
に
進
め
て
き

た
が
、
昨
年
頃
か
ら
見
込

み
を
超
え
る
傾
向
と
な
っ

て
い
る
。
１
月
か
ら
、
市

内
全
保
育
所
の
３
歳
児
ク

ラ
ス
以
上
の
保
護
者
を
対

象
に
卒
園
後
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
利
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
予

定
し
て
い
る
。
こ
の
結
果

に
基
づ
き
、
今
後
の
利
用

者
の
意
向
な
ど
を
分
析
し
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童

ク
ラ
ブ
の
会
と
連
携
し
て

解
決
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

学
校
敷
地
内
へ
の
移
設
に

つ
い
て
も
、
関
係
部
署
と

協
議
を
進
め
る
。

　
　

市
に
お
け
る
保
育
料

無
償
化
の
見
解
は
。

　
　

保

育

料

は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
運
営
の
た
め
の
重

要
な
財
源
で
あ
り
、
無
償

化
に
は
課
題
が
あ
る
。
準

要
保
護
世
帯
や
ひ
と
り
親

世
帯
に
対
し
て
保
育
料
の

減
免
を
行
い
、
負
担
軽
減

に
努
め
て
お
り
、
保
護
者

の
負
担
軽
減
は
、
現
行
制

度
の
見
直
し
を
含
め
、
調

査
研
究
を
す
る
。

　
　

他
市
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
民
間
事
業
者
が
学
童
保

育
事
業
に
参
入
し
て
い
る

が
、
民
間
事
業
者
に
対
す

る
補
助
の
見
解
は
。

　
　

民
間
事
業
者
へ
の
支

援
は
、
利
用
児
童
数
の
動

向
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

す
る
。

　
　

無
形
民
俗
文
化
財
の

継
承
が
、
会
員
の
高
齢
化
・

減
少
に
よ
り
多
大
な
ご
苦

労
ご
努
力
に
よ
り
継
続
さ

れ
て
い
る
の
と
同
様
、
地

域
住
民
の
憩
い
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
小
泉
の
八
合

神
社
や
浅
間
台
の
氷
川
神

社
で
毎
年
賑
わ
い
を
見
せ

て
い
る
年
末
年
始
の
初
詣

参
拝
客
の
準
備
に
お
い

て
、
担
い
手
不
足
が
慢
性

化
す
る
中
で
、
氏
子
総
代

や
世
話
人
代
表
、
地
元
自

治
会
の
役
員
有
志
に
よ
っ

て
そ
の
運
営
が
支
え
ら
れ

て
い
る
現
状
が
あ
る
。
日

頃
あ
っ
て
当
た
り
前
と

思
っ
て
い
る
地
元
行
事

も
、
そ
の
準
備
や
役
割
を

担
う
方
た
ち
の
多
く
の
労

力
あ
っ
て
こ
そ
で
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
改
め
て
自

分
た
ち
の
住
む
地
元
地
域

を
見
直
す
良
い
機
会
な
の

で
は
と
思
う
が
、
上
尾
市

の
寺
社
の
維
持
の
課
題
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

一
般
的
に
寺
は
檀
家
、

神
社
は
氏
子
と
い
っ
た
地

域
の
方
々
の
努
力
に
よ
っ

て
維
持
管
理
が
行
わ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
高

齢
化
と
そ
れ
に
伴
う
檀
家

や
氏
子
の
減
少
が
課
題
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　

西
貝
塚
環
境
セ
ン

タ
ー
の
火
災
後
の
改
修
に

多
く
の
税
金
が
投
入
さ
れ

た
と
い
う
過
去
の
経
験
を

生
か
す
た
め
、
新
施
設
に

お
け
る
ト
ラ
ブ
ル
発
生
は

決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
現
段
階
か
ら
、
ご
み

の
分
別
に
つ
い
て
市
民
へ

の
周
知
徹
底
が
必
要
と
考

え
る
が
対
応
は
。

　
　

ご
み
分
別
な
ど
の
周

知
、啓
発
は
、広
報
誌
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ア
プ
リ
な
ど

に
よ
り
随
時
実
施
す
る
。

　
　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
を
し
た
本
市
に
は
、

循
環
型
資
源
活
用
は
必
要

不
可
欠
で
あ
る
。
落
ち
葉

銀
行
は
、
ご
み
の
減
量
化

に
繋
が
る
が
、
認
識
と
活

用
の
可
能
性
を
伺
う
。

　
　

落
ち
葉
銀
行
は
、
収

集
し
た
落
ち
葉
を
堆
肥
化

し
、
協
力
し
た
市
民
に
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
還
元
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
落
ち

葉
の
堆
肥
化
に
つ
い
て
は
、

場
所
の
確
保
や
、
堆
肥
化

の
過
程
で
生
じ
る
臭
い
の

問
題
な
ど
の
課
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
ご
み

処
理
方
法
の
検
討
を
進
め

る
中
で
参
考
と
し
た
い
。

　
　

小
泉
氷
川
山
公
園
に

お
け
る
落
ち
葉
の
清
掃
頻

度
と
処
理
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

公
園
の
落
ち
葉
は
、

指
定
管
理
者
が
委
託
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
週
２
回
の
頻
度

で
清
掃
し
、
集
め
た
落
ち

葉
は
、
指
定
管
理
者
が
回

収
し
、
西
貝
塚
環
境
セ
ン

タ
ー
で
処
分
し
て
い
る
。

大
石
地
区
氏
子
総
代
・
世
話
人
代
表

急
増
す
る
学
童
保
育
利
用
者
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

対
応
は

ご
み
の
分
別
・
減
量
化
と

　
　
循
環
型
資
源
活
用
に
つ
い
て

上
尾
市
の
寺
社
の
現
状
に
つ
い
て

道下文男

（公明党
上尾市議団）

　　

原田嘉明

（上尾同志会）

田島　純

（上尾同志会）

問

答

答

問

答

問答 問

問問 答答

答 問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
地
域
の
活
動
団
体
支
援

・
商
工
団
体
支
援

・
市
所
有
の
狭
小
地
の
活

　

用
・
防
災
・
減
災
・
災
害
対

　

応

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
小
・
中
学
校
児
童
、
生

　

徒
の
心
の
ケ
ア

・
上
尾
市
の
団
地
の
現
状

　

と
課
題

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
開
発
に
よ
る
地
域
課
題

・
産
業
振
興
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上
平
地
域
に
住
む
高

齢
の
婦
人
は
「
膝
が
悪
く

通
院
し
て
い
る
が
、
バ
ス

停
ま
で
歩
け
ず
、
タ
ク

シ
ー
を
使
う
し
か
な
い
。
」

と
言
っ
て
い
た
。
民
間
バ

ス
や
ぐ
る
っ
と
く
ん
を
利

用
で
き
な
い
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
の
移
動
困
難
者

が
生
ま
れ
て
い
る
。
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
か
。

　
　

各
種
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
に
よ
り
、
買

い
物
や
通
院
な
ど
の
外
出

支
援
や
高
齢
者
向
け
の
移

動
支
援
の
充
実
を
求
め
る

声
が
多
い
こ
と
は
把
握
し

て
い
る
。
公
共
交
通
が
こ

れ
ら
の
市
民
ニ
ー
ズ
に
ど

こ
ま
で
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

高
齢
化
に
伴
い
、
通

院
者
が
増
え
て
い
る
。
バ

ス
停
ま
で
歩
け
な
い
方
は

タ
ク
シ
ー
に
頼
る
し
か
な

い
が
、
タ
ク
シ
ー
代
金
は

大
き
な
負
担
で
あ
る
。
高

齢
者
の
外
出
機
会
を
保
障

す
る
た
め
に
も
、
ド
ア
・

ツ
ー
・
ド
ア
の
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
を
導
入
す
べ
き

で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
元

気
で
活
躍
で
き
る
ま
ち
、

健
康
保
持
の
増
進
、
こ
の

公
約
を
掲
げ
て
い
る
市
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　

高
齢
者
を
は
じ
め
、

市
民
が
外
出
し
や
す
い
環

境
を
築
い
て
い
く
た
め
に

は
、
公
共
交
通
が
果
た
す

役
割
は
非
常
に
重
要
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
引

き
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
公

共
交
通
機
関
に
よ
る
持
続

可
能
な
交
通
体
系
を
構
築

し
て
い
き
た
い
。

　
　

令
和
８
年
度
ま
で
に

法
定
外
繰
入
れ
を
解
消

し
、
段
階
的
に
保
険
税
の

見
直
し
を
行
う
と
さ
れ
る

が
、
令
和
４
年
度
の
値
上

げ
額
は
。

　
　

試
算
に
よ
る
と
、
１

人
当
た
り
年
額
約
４
０
０

０
円
の
増
額
で
あ
る
。

　
　

負
担
軽
減
策
は
。

　
　

低
所
得
世
帯
を
対
象

と
し
た
軽
減
措
置
と
未
就

学
児
を
対
象
と
し
た
均
等

割
額
の
５
割
軽
減
が
あ
る
。

　
　

医
療
費
の
窓
口
一
部

負
担
金
の
減
免
基
準
は
。

　
　

県
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
検
討
課
題
で
あ

り
、
動
向
を
注
視
す
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
保
険
税

の
減
免
件
数
は
。

　
　

平
成
３１
年
度
が
２
１

９
件
、
令
和
２
年
度
が
２

６
７
件
で
あ
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
感
染
し
た
事

業
主
に
対
し
て
も
傷
病
見

舞
金
を
支
給
す
る
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
は
。

　
　

財
源
確
保
に
課
題
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
国
に
よ

る
財
政
支
援
が
必
要
と
考

え
る
。

　
　

市
民
要
望
の
多
い
保

養
施
設
宿
泊
費
補
助
に
つ

い
て
、
県
内
自
治
体
の
実

施
状
況
と
、
補
助
の
実
施

に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

　
　

施
設
利
用
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体

は
、
３６
団
体
で
あ
る
。
市

に
お
け
る
補
助
の
実
施
は
、

県
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
検
討
課
題
で
あ
り
、

動
向
を
注
視
す
る
。

　
　

東
京
都
武
蔵
野
市
で

外
国
人
の
参
加
も
認
め
る

武
蔵
野
市
住
民
投
票
条
例

が
否
決
さ
れ
た
。
こ
の
条

例
は
武
蔵
野
市
自
治
基
本

条
例
の
規
定
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
。
本
市
の
自
治

基
本
条
例
制
定
の
方
針
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

他
市
の
事
例
や
多
く

の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

条
例
制
定
に
市
民
の
理
解

を
得
る
こ
と
は
相
当
な
時

間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
。
市
と
し
て
は
、

い
ち
早
く
具
体
的
な
取
り

組
み
を
整
え
、
そ
の
実
効

性
を
担
保
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
た
。
す
で

に
行
政
手
続
条
例
や
個
人

情
報
保
護
条
例
、
情
報
公

開
条
例
、
市
民
コ
メ
ン
ト

制
度
要
綱
を
制
定
し
、
令

和
３
年
に
は
従
来
の
市
長

へ
の
は
が
き
制
度
か
ら

「
市
政
へ
の
問
い
合
わ
せ

制
度
」「
市
長
へ
の
政
策

提
言
制
度
」
に
改
め
、「
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
提
案
制
度
」
を
創
設

し
た
。
ま
た
各
種
計
画
の

策
定
時
に
は
、
公
募
市
民

を
加
え
た
検
討
委
員
会
で

検
討
す
る
な
ど
、
市
民
参

加
の
機
会
の
保
障
や
そ
の

実
効
性
を
担
保
し
た
。

　
　

今
後
上
尾
市
に
お
い

て
、
武
蔵
野
市
の
よ
う
な

条
例
が
制
定
さ
れ
る
可
能

性
が
あ
る
か
。

　
　

武
蔵
野
市
の
よ
う
な

外
国
人
も
含
め
た
条
例
の

制
定
の
予
定
は
な
い
。

料
金
の
一
部
を
補
助
す
る

　 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は

国
民
健
康
保
険
税
引
き
上
げ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
し
を

佐藤恵理子

（無会派）

戸口佐一

（日本共産党
上尾市議団）

新藤孝子

（日本共産党
上尾市議団）

問

答

答

答答

問問 答問問 答答

答問

問

問

答

答

問問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
上
平
複
合
施
設
構
想

・
化
学
物
質
過
敏
症
の
対

　

策

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
乳
が
ん
検
診

・
公
共
施
設
内
の
ト
イ
レ

　

用
擬
音
装
置
状
況

・
モ
バ
イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

の
導
入

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
職
員
へ
の

　

配
慮

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
高
齢
者
が
生
き
生
き
暮

　

ら
せ
る
支
援
体
制
を

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

の
第
６
波
に
備
え
て
の

　

対
策
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池田達生

（日本共産党
上尾市議団）

　
　

小
・
中
学
校
に
お
い

て
、
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月

８０
時
間
超
え
の
残
業
を
し

て
い
る
教
員
の
３
年
間
の

推
移
と
対
策
は
。

　
　

小
学
校
で
は
、
令
和

元
年
４０
人
、
令
和
２
年
８

人
、
令
和
３
年
１０
人
。
中

学
校
で
令
和
元
年
８１
人
、

令
和
２
年
７６
人
、
令
和
３

年
６８
人
で
あ
る
。
減
少
傾

向
が
あ
る
と
は
い
え
健
康

保
持
の
観
点
か
ら
課
題
が

あ
る
。
今
後
も
働
き
方
改

革
を
推
進
し
て
い
く
。

　
　

市
内
中
学
校
に
お
け

る
不
登
校
生
徒
数
の
３
年

間
の
推
移
と
対
応
は
。

　
　

平
成
３１
年
度
２
０
４

人
、
令
和
２
年
度
２
０
９

人
、
令
和
３
年
１１
月
時
点

で
２
１
３
人
で
あ
る
。
学

校
が
相
談
や
学
習
支
援
な

ど
一
人
一
人
に
応
じ
て
組

織
的
に
働
き
か
け
て
い
る
。

　
　

不
登
校
の
原
因
の
一

つ
と
し
て
１
ク
ラ
ス
４０
人

近
い
生
徒
数
を
教
員
が
持

つ
現
状
が
あ
り
、
小
学
校

か
ら
少
人
数
学
級
が
必
要

と
考
え
る
。
鳥
取
県
で
は

４
月
か
ら
全
小
学
校
全
学

年
で
３０
人
学
級
化
を
決
定

し
た
。
小
・
中
学
校
全
学

年
３５
人
学
級
の
早
期
実
施

と
教
員
の
長
時
間
労
働
を

な
く
す
こ
と
へ
の
見
解
は
。

　
　

令
和
７
年
ま
で
に
小

学
校
の
全
学
年
で
の
３５
人

学
級
が
実
現
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
国
お
よ
び
県
の

基
準
に
基
づ
い
て
学
級
編

制
を
行
う
。
ま
た
、
教
職

員
の
多
忙
化
の
解
消
、
負

担
軽
減
に
取
り
組
む
。

　
　

令
和
２
年
度
決
算
の

う
ち
市
税
収
入
、
地
方
交

付
税
、
地
方
消
費
税
交
付

金
お
よ
び
法
人
事
業
税
交

付
金
の
３
年
間
の
推
移
は
。

　
　

市
税
な
ど
は
平
成
３０

年
度
と
比
較
し
て
、
１５
億

７
０
０
０
万
円
の
増
額
と

な
っ
た
。
一
方
、
義
務
的

経
費
と
物
件
費
の
決
算
額

は
、
同
３２
億
４
７
０
０
万

円
の
増
額
と
な
っ
て
い

て
、
市
税
な
ど
の
決
算
額

な
ど
を
大
き
く
上
回
っ
て

推
移
し
て
い
る
。

　
　

市
債
残
高
の
推
移
は
。

　
　

市
債
残
高
は
、
５
年

間
で
１
人
当
た
り
３
万
２

８
８
２
円
減
少
し
た
。

　
　

今
年
度
、
コ
ロ
ナ
禍

の
臨
時
財
政
運
営
方
針
で

歳
入
に
つ
い
て
１５
億
円
の

減
額
を
予
測
し
た
が
、
現

在
の
納
税
状
況
は
。

　
　

令
和
３
年
１２
月
末
の

納
付
状
況
は
、
前
年
度
同

時
期
と
比
較
し
法
人
市
民

税
が
約
２
億
８
５
０
０
万

円
の
増
額
、
個
人
市
民
税

が
約
１
億
１
７
０
０
万
円
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画

税
が
約
１
億
３
２
０
０
万

円
の
減
額
で
あ
る
。

　
　

地
方
交
付
税
は
次
年

度
の
前
倒
し
分
を
含
め
４５

億
９
０
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
臨
時
財
政
運
営

方
針
は
必
要
だ
っ
た
の
か

伺
う
。

　
　

将
来
世
代
を
含
め
た

市
民
全
体
の
た
め
に
、
行

財
政
運
営
の
持
続
可
能
性

を
確
保
す
る
観
点
か
ら
策

定
し
た
。
こ
の
方
針
か
ら

早
期
脱
却
を
図
り
つ
つ
、

「
み
ん
な
で
つ
く
る
み
ん

な
が
輝
く
ま
ち　

あ
げ

お
」
の
実
現
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

　
　

学
童
入
所
希
望
者
が

増
加
し
て
い
る
中
で
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
課
題
で

あ
る
と
考
え
る
か
。

　
　

年
々
増
え
て
い
る
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入

所
希
望
者
を
確
実
に
受
け

入
れ
る
た
め
、
適
切
な
遊

び
や
生
活
の
場
と
し
て
、

必
要
な
施
設
の
面
積
を
確

保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

子
ど
も
た
ち
が
通
所

す
る
時
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
学
童
保
育

所
を
学
校
敷
地
内
に
移
設

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
が
、
学
校
敷
地
内
に
学

童
保
育
所
が
整
備
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
。

　
　

大
谷
小
学
校
、
平
方

小
学
校
、
平
方
東
小
学
校

お
よ
び
上
平
北
小
学
校
の

４
箇
所
で
あ
る
。

　
　

学
童
保
育
所
を
学
校

敷
地
内
へ
移
設
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
市
の
考
え
は
。

　
　

上
尾
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
小
学
校
の
転
用
可
能

教
室
の
活
用
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
学
校
や
教
育
委

員
会
と
調
整
し
つ
つ
、
関

係
部
署
と
協
議
を
進
め

る
。

　
　

平
方
学
童
は
来
年
度

９０
人
の
児
童
が
利
用
す
る

予
定
で
あ
り
、
早
急
に
検

討
し
、
対
策
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
市
の
考
え
は
。

　
　

早
急
に
対
応
す
る
た

め
、
平
方
東
小
学
校
の
転

用
可
能
な
教
室
の
活
用
に

つ
い
て
、
学
校
や
教
育
委

員
会
と
調
整
す
る
と
と
も

に
、
事
業
委
託
先
で
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
げ
お
学
童

ク
ラ
ブ
の
会
と
も
対
応
を

協
議
し
て
い
く
。

教
員
の
働
く
環
境
の
改
善
を

市
民
本
位
の
来
年
度
予
算
に

轟　信一

（日本共産党
上尾市議団）

平田通子

（日本共産党
上尾市議団）

早
急
に
大
規
模
学
童
の
解
消
を

問問

答

答答

問答答

問

問

答問問 答

答 答

答答

問

問 問

問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
平
和
行
政

・
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽

　

し
め
る
街
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
戸
崎
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル

　

フ
場
北
側
未
整
備
地
の

　

有
効
活
用

・
学
校
施
設
更
新
計
画
基

　

本
計
画
に
関
連
す
る
諸

　

課
題

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
市
長
の
政
治
姿
勢

・
小
中
一
貫
教
育
の
課
題
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提 言 書上尾市学校施設更新計画基本計画
調査特別委員会による提言

上尾市学校施設更新計画基本計画
調査特別委員会による提言

　
　

認
知
症
高
齢
者
数
は

市
の
将
来
人
口
推
計
に
よ

る
と
、
２
０
２
５
年
に
は

約
１
万
２
０
０
０
人
に
な

る
。
対
策
と
し
て
要
望
し

て
き
た
市
成
年
後
見
セ
ン

タ
ー
が
来
年
度
設
置
さ
れ

る
が
、
成
年
後
見
制
度
の

利
用
者
数
や
、
市
民
後
見

人
の
登
録
状
況
は
。

　
　

令
和
３
年
１０
月
１
日

時
点
で
、
成
年
後
見
制
度

利
用
者
数
は
２
３
０
人
で

あ
る
。
市
民
後
見
人
の
養

成
お
よ
び
登
録
は
市
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
の
課
題
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　

認
知
症
徘
徊
者
な
ど

が
事
故
を
引
き
起
こ
す

ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。

万
が
一
の
事
故
に
備
え
、

損
害
賠
償
責
任
保
険
を
公

費
で
負
担
す
る
自
治
体
の

取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
が
、
本
市
も
検
討
す
る

べ
き
で
は
。

　
　

認
知
機
能
や
身
体
機

能
の
低
下
に
伴
う
転
倒
、

交
通
事
故
な
ど
が
懸
念
さ

れ
る
。
他
市
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
調
査
研
究
を

し
て
い
き
た
い
。

　
　

家
族
の
安
心
の
一
助

と
な
る
だ
け
で
な
く
、
認

知
症
へ
の
関
心
を
高
め
、

理
解
促
進
を
す
る
た
め
に

も
、
実
行
を
検
討
し
て
ほ

し
い
。
認
知
症
検
診
を
公

費
負
担
す
る
自
治
体
も
あ

る
が
本
市
の
状
況
は
。

　
　

認
知
症
検
診
は
実
施

し
て
い
な
い
が
、
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
オ

レ
ン
ジ
タ
ブ
レ
ッ
ト
事
業

を
実
施
し
、
早
期
発
見
、

早
期
対
応
に
努
め
て
い
る
。

　　　　 ▲畠山市長に提言書を手渡す正副委員長

（左から）戸野部副委員長、平田副委員長、畠山市長、
　　　　　鈴木委員長、小川副委員長、田中副委員長

２
０
２
５
年
問
題
に
向
き
合
う

　
　
　
具
体
的
な
認
知
症
対
策
を

矢口豊人

（政策・
市民の声）

　上尾市学校施設更新計画基本計画調査特別委員会（以下
「特別委員会」という。）は、上尾市学校施設更新計画基本
計画（以下「基本計画」という。）の見直しに当たり、以
下のとおり提言する。
　　
○公共施設マネジメントの目標値について
　基本計画は、教育施設としての特性に鑑み、経費３５％
削減の枠にとらわれず、再検討をすること。また、長寿命
化についても改めて検討を行うこと。
　　
○教育的観点について
　基本計画および執行部の説明は公共施設マネジメントの
目標値を達成することに主眼が置かれていることから、教
育的観点に主眼を置いた基本計画に見直すこと。基本計画
の見直しに当たっては、『上尾市公共施設等総合管理計画』
の内容如何にかかわらず、教育的観点からの議論を尊重す
ること。また、教育委員会は、そのような観点から独立性
を発揮して議論を行うこと。
　　
○特別委員会の意見について
　特別委員会の中で出された意見を精査し、基本計画の策
定に反映しない場合にはその理由を議会に対し報告をする
こと。
　執行部が提出した資料で見直しを行わないとした項目に
ついても、特別委員会において見直しすべきとの指摘が
あった事項については、見直しも含めた再検討を行うこと。
　将来推計人口と児童生徒数については、上尾市の実態に
沿ったものとするとともに、各種計画に示した将来展望人
口との整合を図ること。
　　
○市民及び議会への報告について
　議会の求めに応じ報告を行うとともに、今後設置される
（仮称）上尾市学校施設更新計画検討委員会において、重
要な政策判断が行われた場合には議会に報告をすること。
また、議会報告後、速やかに地域説明会等を開催し、市民
の意見を聴取すること。特に対象地域の市民に対しては、
偏りなく幅広く周知を行い、市民の意見を踏まえた見直し
を行うこと。

■副市長に坂本𣳾孝氏

　欠員となっていた副市長に坂本𣳾孝氏を選任
することについて同意を求められ、全会一致で
同意しました。

■人権擁護委員に堀越洋子氏

　人権擁護委員前島百合子氏の任期は、令和４
年３月３１日で満了となるが、後任の人権擁護
委員として堀越洋子氏を推薦することについて
意見を求められ、全会一致で異議なき旨答申し
ました。

さかもとやすたか

ほりこしよう こ

　本委員会は、令和３年６月定例会において設
置され、これまで計７回にわたり調査を重ねて
きました。市長、教育長以下、関係職員から説
明を受ける他、教育委員を参考人として招致
し、意見を聴取するなど、活発に調査を進めて
きました。その結果、委員会では上尾市が進め
る学校施設更新計画基本計画の見直しに当た
り、委員会の意見を提言書としてまとめ、市長
に提出しました。

提 言 書

問答問

答 答問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

・
住
宅
政
策

・
第
二
期
畠
山
市
政
の
課

　

題
と
方
針

人事案件に同意人事案件に同意
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３月定例会は、２月１８日

（金）開会です。
*

　上尾市議会ではイ

ンターネットを利用

した議会中継(ライブ

および録画)を行って

おります。

　詳しくは、議会事務局

(☎７７５-９４６７)へお問

い合わせください。

委 員 長

副委員長

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

委 員

田島　純

樋口　敦

小池　佑弥

轟　　信一

井上　智則

荒川　昌佑

戸口　佐一

星野　良行

上尾市議会ＨＰアドレス

議会報編集委員会

https://ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.ａｇｅｏ.
   ｌｇ.ｊｐ/ｓｉｔｅ/ｓｈｉｇｉｋａｉ/

　各常任委員会は、議会から付託された事件（議

案・請願など）の審査以外にも、自主的に所管事

務を取り上げ、調査しています。各常任委員会で

実施した所管事務調査の項目を紹介します。

所管事務調査

令和３年１月～１２月

所管事務調査

令和３年１月～１２月

文教経済常任委員会

総務常任委員会

都市整備消防常任委員会文教経済常任委員会

総務常任委員会

都市整備消防常任委員会

総務常任委員会

総合防災訓練の報告と今後
の展開について

公共施設マネジメントの上
平地区複合施設について
（２回開催）

総合防災訓練の内容について
総合防災訓練の結果報告

都市整備消防常任委員会文教経済常任委員会

コロナ禍におけ
る市内商工業者
の状況について

4.26

5.17
5.28

7.20
11.10

10.26 消防広域化について
埼玉県防災学習センター・
上尾市防災体験コーナーの
視察
第二産業道路の視察

4.14
5.12

10.20

健康福祉常任委員会健康福祉常任委員会健康福祉常任委員会

新型コロナウイルスワクチ
ン接種について
ワクチン接種の進捗状況と
今後のスケジュールについて
保育所などの施設のコロナ
対策について
子どもの貧困対策について

4. 9

7.20

10. 1

12. 2

しんちょく

委員会活動 Ｒ３.１１.１６～Ｒ４.２.１５３月定例会会期予定表

２月１８日
２４日

２５・２８日、３月１・２日

４日

７日

８日
１０・１１日、１４、１６・１７日

２３日

開会
質疑、予算特別委
員会の設置、委員
会付託

予算特別委員会
委員会

（総務、都市整備消防）
委員会

（文教経済、健康福祉）
予算特別委員会

一般質問
閉会

本紙は再生紙を使用しています。『あげお議会だより』は、上尾市シルバー人材センターの戸別配布でお届けしています。

配布に関するお問い合わせは　ＴＥＬ　７７９－５５２５　ＦＡＸ　７７６－１０７４ まで。

※開議時間は午前９時３０分を予定
　しています。

委 員 会 名 月・日 案　　　　件

・１２月定例会提出議案３件を審査
・正副委員長の互選

１/７
１/２４

・１２月定例会提出議案４件を審査
・正副委員長の互選

１/１１
１/２４

総務常任委員会

文 教 経 済
常 任 委 員 会

都 市 整 備 消 防
常 任 委 員 会

健 康 福 祉
常 任 委 員 会

上尾市学校施設
更新計画基本計画
調査特別委員会

議会運営委員会

▲総務常任委員会の審査 ▲健康福祉常任委員会の審査

・「あげお議会だより№200」の内容について協議
・正副委員長の互選、「あげお議会だより№201」の
　内容について協議

１１/１８
 １/２４

・ 議会基本条例について、議員間討議について他
１２/８ 
２/２

議 会 報
編 集 委 員 会

・議会運営について協議（協議回数１５回）

・正副委員長の互選
・議会運営について協議

１２/２ 
１/1１
１/２４ 

１１/２２
 ～１/２４
１/２４
２/１５

・所管事務調査「子どもの貧困対策について」
・１２月定例会提出議案４件を審査
・正副委員長の互選

議 会 改 革
特 別 委 員 会

・１２月定例会提出議案９件を審査
・正副委員長の互選

１/７
１/２４

・ 上尾市学校施設更新計画基本計画の見直しに対す
　る提言（案）について
・ 上尾市学校施設更新計画基本計画の見直しに対す
　る提言書について
・ 民間スイミングスクールを活用した水泳授業の視
　察結果について

１１/２２

１/６

２/１０

AGEO CITY 令和 ４ 年 ３ 月号/  Ｎｏ．２０１ 議会だより

１６


